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花弁 
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がく 

花弁 アイリスのデータを機械学習して、 
品種を予測する 



課題 特徴量 特徴量の次元 分類先 分類先のクラス数 

アヤメの分類１ がくの長さ 1 
iris setosa 
iris versicolor 

2 

アヤメの分類2 
がくの長さ 
がくの幅 

2 
iris setosa 
iris versicolor 

2 

アヤメの分類3 
がくの長さ 
がくの幅 

2 

iris setosa 
iris versicolor 
iris virginica 

3 

アヤメの分類4 

がくの長さ 
がくの幅 
花弁の長さ 
花弁の幅 

4 

iris setosa 
iris versicolor 
iris virginica 

3 



実行結果 setosaとversicolor 

setosa 

versicolor 

がくの長さ 

が
く
の 
幅 



パッケージ モジュール 機能の例 意味 

sklearn 

datasets Load_iris アヤメデータの読み込み 

Load_digits 手書き画像データの読み込み 

svm SVC 分類用のサポートベクターマシン 

Neural_network MLPClassifier 分類用の多層ニューラルネットワーク 

decomposition PCA 主成分分析 

Linear_model Perceptron 単純パーセプトロン 

Scikit-learnの機能 

⇦４つの特徴量 

⇦３つアヤメの種類 

０   １    ２ とおく 



プログラム中の日本語がUTF-8という文字コードであることを示す 

Scikit-learnの中にあるサンプルデータを取り出す 

変数＝データを格納する容器 

(150,4)を出力 
（150,)を出力 

｛0｝の部分が変数n_samples（150)の中身で置き換えられる 

ターゲットに「０、１、２」の３つの数字しか 
現れないのでクラスは３となる 

ｌen関数 

コメント文 実行に関係しない 



４つの特徴量 

１５０個のデータ 
 （１クラスあたり50個 
  3クラス分） 

ｘ 

ターゲットｙ 

𝑥0 
𝑥1 
∙ 
∙ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
𝑥149 

𝑦0  𝑦1 ∙∙                                                       𝑦149 

実行結果 

アヤメの種類（ｸﾗｽ） 
setosa   →  0 
versicolor  → 1 
virginica   → 2 

sepal length /sepal width  /petal length /petal width 
ガクの長さ  ガクの幅  花弁の長さ  花弁の幅      

⇦４つデータで一つのかたまり 



入力するコマンド ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ名 用途 

C:¥Users¥〇〇> py -m pip install -U pip ライブラリーをインストールする 

C:¥Users¥〇〇> py -m pip install numpy 多次元配列の数値計算ライブラリ 

C:¥Users¥〇〇> py -m pip install matplotlib グラフ描画ライブラリ 

C:¥Users¥〇〇> py -m pip install scikit-learn 機械学習ライブラリ 

C:¥Users¥〇〇> py -m pip install pandas データ解析用ライブラリ 

C:¥Users¥〇〇> py -m pip install opencv 画像や動画を処理ライブラリ 

C:¥Users¥〇〇> py -m pip install opencv-contrib-python Opencvの拡張モジュール群 

①    をクリック 

②Windows PowerShell 

②’Windows ｼｽﾃﾑﾂｰﾙ 
→ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 



特徴量４→２  ⇒ X[ : , :2]  Xに上書き  

クラス３→２ ⇒ X[y!=2]  y[y!=2] 
y!=2 はｙが２に等しくない 

scikit-learnからdatasetsとsvmモジュールを利用可能に 

サポートベクトルマシンの分類器SVCを呼び出し、 
変数clfに格納。 SVC(Support Vector Machine for Classification)  

パラメータC=1.0 kernel='linear’ 
Cが大きくなるとﾍﾟﾅﾙﾃｨｰが大、1.0はﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 

分類器のXとｙが渡され、境界が決まる 



X[ : , :1]  
[[5.1  3.5] 
[4.9  3. ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[6.2  3.4] 
[5.9  3. ]] 

Numpy配列 
  X[0:150,0:3] と表す 
   150と3は含まず 
   0～149、0～2の範囲です 
  X[ : , : ]と省略することもある    

X[ : , 0]  

[5.1  4.9 ‥‥          6.2  5.9] 

X[1, 0]  
4.9 



X 

ｙ 

５００個のグリッド 

５００個のグリッド 250000個のグリッド 



２５００００個のNumpy配列Xgがどちらのクラス
になるかを予測してZに格納 

２つの色を定義 （赤、緑、青、不透明度の強さ） 

Z==0の時オレンジ、それ以外は水色 

クラス0（iris setosa）に属する点を集める 

クラス1（iris versicolor）に属する点を集める 

Xc0をオレンジ色の点で描画 

Xc1を水色の点で描画 

オレンジ色 

水色 



サポートベクトルを取り出し 

サポートベクトルを赤い枠を表示 

塗りつぶしの色として不透明度が０の透明色を指定 



実行結果 setosaとversicolor 

setosa 

versicolor 

がくの長さ 

が
く
の 
幅 


